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（ネットワーク交流会の様子）

　（企画部）
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（鈴木氏による講演の様子）

　（森林林業部）
（協議会での協議の様子）

２月２３日（月）、県いわき合同庁舎にお
いて、いわき地方山火事防止連絡協議会を開
催しました。この協議会は、森林資源の維持
と自然環境の保全を図るため、関係機関の
方々と連携して広く市民の皆様に対して山火
事防止の啓発に努めることを目的に開催して
います。

春先は、空気が乾燥し山火事の発生しやす
い時期であり、昨年の４月にはいわき市内で
約２９ヘクタールの森林が焼失する大規模な
山火事が発生しました。

このため、会員同士が連携を図り積極的な
山火事防止啓発活動に努めていくとともに、
山火事防止の啓発活動の実施計画を協議しま
した。

山火事は、たき火やたばこなど人為的な原
因が多いことから、私たち一人一人の心がけ
次第で発生を減らすことは可能です。この記
事をご覧の皆様も山へ入る際や農作業での火
気の取扱いにはくれぐれもご注意ください！

いわき地方山火事防止連絡協議会

平成２６年度第２回いわき地域産業６次化
ネットワーク交流会を開催しました！

２月１２日（木）、県いわき合同庁舎に
おいて、いわき地域産業６次化運営会議
（事務局：いわき地方振興局、水産事務
所、いわき農林事務所）主催による平成２
６年度第２回いわき地域産業６次化ネット
ワーク交流会を開催しました。

ネットワーク交流会は、農林水産業の復
興や新たな成長戦略として注目されている
地域産業６次化をさらに推進することを目
的に２部構成で開催し、５２名が参加しま
した。

第１部では、商品開発・販路開拓の専門
家であり、６次化イノベーターやふくしま
６次化創業塾講師などを務め、福島県の地
域産業６次化とも関係が深い、株式会社シ
ステムプランニング代表取締役鈴木栄治氏
が「事例に学ぶ販路開拓のポイント」と題
して講演を行いました。

講演の中で鈴木氏は、「お客様が何を求
めているか」を念頭に置いての販路開拓や
価格設定、ブランド化について説明しまし
た。

また、商談と販売促進のためのコミュニ
ケーション手法について、バイヤーとして
働いた経験を踏まえ、バイヤーの視点や商
談方法、バイヤーと接する際の留意点につ
いても詳しく説明がありました。バイヤー
としての実際の経験に基づく実践的な話
は、多くの参加者にとって、示唆に富む内
容でした。

第２部では、意見交換会が行われ、事前
に事業者から募集した地域産業６次化に関
する質問に、鈴木氏が回答しました。鈴木
氏のアドバイスは、質問した事業者のみな
らず、その他の参加者にとっても商品開発
や販路開拓の参考となるものでした。



　（森林林業部）

「いわき梨加工研修会」を
開催しました！
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※「チャツネ」とは、南アジア・西アジアを中心に使われて
　いるソース、またはペースト状の調味料のことです。

２月２８日（土）、いわき市森林組合第４
５回総代会席上において、いわき市森林組合
林業コンクールの表彰式が行われました。

表彰式では、造林技術部門において宗教法
人浄土寺代表猪狩勝利氏、間伐技術部門にお
いて平山勇夫氏にいわき農林事務所長賞が授
与されました。

このコンクールは、森林組合員の林業技術
の向上と林業経営の改善を図り、もって地域
の林業に資することを目的に毎年開催されて
います。

いわき管内の人工林は高齢化が進み、整備
が必要な森林も多いことから、今回受賞され
た方々には、これを励みにますます森林整備
に取り組んでいただくとともに、このコン
クールが森林組合員の皆さんの今後の森林づ
くりの励みとなり、いわき市の森林整備が促
進されることを期待します。
　

いわき市森林組合林業コンクールの
表彰が行われました！

（梨加工品）

　（農業振興普及部）

（いわき農林事務所長賞表彰の様子）

２月２５日（水）、新たなふくしまの未
来を拓く園芸振興いわき地方推進会議主催
の「いわき梨加工研修会」を開催し、いわ
き市内の梨生産者、加工業者、関係機関な
ど３０名が参加しました。

研修会は株式会社山際食彩工房の代表取
締役山際博美氏をアドバイザーにむかえ、
梨の加工特性や加工品取組における事例な
どについて御指導をいただきました。

また、参加者は、自ら作った加工品や保
存の梨、山際氏の福島県産梨を利用して加
工したチャツネやカレーなどを試食し、加
工原料として梨の可能性を検討しました。

意見交換では、「産地としての加工需要
に向けた供給体制づくりの充実が必要であ
る」、「地元のいわき梨の活用を増やして
いきたい」といった発言も出るなど、平成
２７年産いわき梨の生産と利用拡大に向け
た新たな取り組みが期待されます。

（アドバイザー　山際氏）

（梨加工品の試食）



　（農村整備部）

（４年生からたくさん質問があがっています）

（全員での記念写真）

（修了証書が授与されました）

（大きな声で元気に発表します）
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赤井小５年生、田んぼの学校の１年間を
振り返り、４年生へバトンタッチ！

２月２６日（木）、いわき市立赤井小学
校５年生児童５８名による、田んぼの学校
「成果発表会・修了式」が行われました。

田んぼの学校は、県の「ふくしまの農育
推進事業」により、地域の未来を担う子ど
もたちが、「農業・農村地域の大切さ」や
「環境の大切さ」、「食・命の大切さ」に
ついて理解し、豊かな感性を育むことなど
を目的とした体験型学習の一環で、今回が
今年度の最後の活動となります。

「成果発表会」では、５年生の児童たち
がこれまでの活動を班ごとに１枚の模造紙
にまとめ、次年度活動する４年生の前で発
表しました。４年生の児童は、「イラスト
やクイズがあって分かりやすかった」、
「これから田んぼの学校をするのが楽し
み」と話しており、５年生と積極的に意見
と感想を述べていました。

次に、田んぼの学校の校長先生である地
元協力農家の根本氏から、５年生児童一人
一人に修了証書が手渡されました。児童
は、もらった修了証書を誇らしげに眺め、
「初めは大変そうなのでお米作りを出来る
か不安だったけど、１年間やってきて、私
たちにもできるんだなと思った」などと話
しており、児童にとってとても有意義な活
動となったようです。

最後に、児童たちから、根本氏といわき
農林事務所へ感謝状が贈られました。

赤井小学校では、４月以降も、学校独自
で田んぼの学校に取り組んでいく予定で
す。



　（企画部）
（トマトチーズベーグル）

２月２７日（水）にＬＡＴＯＶ（ いわき
駅前再開発ビル）において、「平成２６年
度地域特産品創出事業第２回クラスター分
科会」を開催しました。

今回は、市内の農林水産業者、製造・販
売業者、いわき農林事務所担当者など１６
名が参加し、パン・製菓を営む製造・販売
業者が開発した１８品の開発品の試食や、
１月２９日（木）に実施したモニター調査
の報告を行いました。

モニター調査では、男女５７名を対象
に、見た目、香り、味など７項目を１０段
階で評価していただきましたので、その結
果を商品の製造に反映させ、一部の商品は
店頭での販売を行うことができました。

「平成２６年度第２回ステップアップ講座
経営セミナー」を開催しました！

（ナメコパン）

（焼きドーナツ　イチジク）
　（農業振興普及部）

（本柳先生の講義を熱心に聴く参加者）

（ナメコキッシュ）

平成２６年度地域特産品創出事業
第２回クラスター分科会
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農業者自らが目標を立て、その目標に向
かって活動し、その結果を評価分析し次年度
以降に反映させることを目指し、いわき農林
事務所は毎年経営セミナーを開催していま
す。

２月１０日（火）に引き続く第２回目は、
２月２７日（金）、県いわき合同庁舎におい
て福島県農業会議担い手・経営対策部次長の
本柳陽一氏を講師に迎え、「農業経営の法人
化や設立のポイント」について講義をいただ
きました。

講師から、「法人化のためには、会社とし
ての理念を持つ必要がある」、「法人になる
と社会的信用が高まる」、「法人になると赤
字でも税金を支払わなければならない」な
ど、長所、短所の具体的な例を示しながらお
話しいただきました。

参加者の中には、近々法人設立の構想を
持っている方もおり、終了後も積極的にその
方法、流れについて相談するなど充実したセ
ミナーとなりました。



第２０回
全国青年・女性漁業者交流大会

２月２６日（木）、２７日（金）に東京都
千代田区の「ホテルグランドアーク半蔵門」
において、全国青年・女性漁業者交流大会が
開催されました。本大会は、各都道府県の青
年・女性漁業者グループの代表が日頃の取組
事例を発表する場で、３９グループが５つの
分科会に分かれて発表し、各分野の専門家に
よる審査が行われました。

福島県からは、相馬双葉漁業協同組合相馬
原釜支所青壮年、福島県漁協女性部連絡協議
会が県を代表して活動を発表しました。内容
としては、それぞれ福島県の魚介類の安全
性、美味しさなどを消費者の方々にＰＲする
取組が中心で、漁業の復興において重要な
テーマです。

発表課題の全体的な傾向としては、消費拡
大や地域活性化に関するものが全体の半数以
上を占めており、全国的に魚の消費低下や漁
村の衰退が大きな課題となっていることを反
映しています。いずれもレベルが高い発表で
したが、審査員からは、活動の目的を明確に
することや活動によってどのような成果が
あったかなど、単に活動の報告で終わらない
よう目的意識を持って取り組む姿勢について
アドバイスがありました。

なお、相馬原釜青壮年部は「全国共済水産
業協同組合連合会会長賞」を女性部は「全国
漁業協同組合連合会長賞」を受賞しました。

　（森林林業部）

（カタログラックの作成）

（ベンチの作成）

２月１０日（火）、１３日（金）の２日
間、赤井中学校の１年生２クラスを対象
に、木とのふれあい創出事業｢出前講座｣を
実施しました。

当該事業は、自然素材の木材を使った物
作りを通じ、小中学校の児童・生徒に木材
が生産される森林や木材そのものに対する
理解を深めてもらうことを目的とし、毎年
いわき管内の１校程度で実施しています。

当日は、いわき農林事務所職員が身近な
森林や木材利用の大切さについてパンフ
レットなどを用いて説明を行ったあと、グ
ループに分かれ、赤井中学校で利用する木
製のベンチのほか、日ごろから同中学校と
交流のある県立平養護学校に設置するカタ
ログラックの製作を行いました。

製作にあたっては、元森林組合職員やＮ
ＰＯ法人いわきの森に親しむ会の会員、い
わき農林事務所職員が指導に入り、作業を
サポートしました。

生徒たちは、製品完成までの作業の工程
を楽しみながら、木の感触や香りといった
木材の特徴を感じ取ってくれたようでし
た。

木とのふれあい創出事業
｢出前講座｣を行いました！

　（水産事務所）

（相馬原釜青壮年部の受賞）

（女性部の発表）
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　２月２８日（土）現在、いわき地方産の農
林畜産物で出荷が制限されている品目は､（表
４）のとおりです。

（表２）放射性セシウムが１点も検出されなかった
　　　　品目と検体数

「復興パネル展」を
開催しました！

制限、自粛 区分

2
（2）

内訳
１００ベクレル以下

(最大値:ベクレル/ｋｇ)
1

(13.0)

（表１）農林畜産物のセシウム検査結果（２月末現在）

１点も検出
されなかっ
た品目と検

体数

検体の一部が検出された
品目と検体数

0

測定下限値
未満(<25)

25

50

畜産物

また、昨年に引き続き平成２６年産の米に
ついても全量全袋検査を実施しており、２月
末までの検査点数５６３，０９８点のうち、
９９．９７％の５６２，９３４点が測定機器
の測定下限値未満、１６４点が基準値内で検
出が確認されましたが、基準値を超過しまし
たものはありません。

福島県が行った、いわき地方の２月の農
林畜産物の放射性セシウムモニタリング検
査結果をお知らせします。

562,934 164
検査点数

76

100

100
以上 計

（表５）玄米（平成２６年産）検査状況（２月末現在）

563,098

出荷自粛
(１品目)

山菜
さんしょう

（野生のものに限る）

―

0 ―
検出限界値
以下の検体

調査結果は､福島県のホームページ｢ふくし
ま新発売｡｣の農林水産物モニタリング情報、
「ふくしまの恵み安全対策協議会」で簡単に
検索できますので、ご確認ください。

たけのこ、ぜんまい、わらび、
こしあぶら、たらのめ（野生の
ものに限る）

山菜出荷制限
(７品目)

100.0099.97 ―

（表４）出荷制限及び出荷自粛品目(２月末現在)

測定値区分
(単位：ベク
レル/kg)

51

75

野菜・根菜・芋類 ―

きのこ 原木なめこ（露地）､野生きのこ

割合
(％)

0.03 0.00 0.00

穀類 ―

　（企画部）
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基準値内で検出
された検体

基準値超過の
検体

（パネルに見入るＬＡＴＯＶのお客様）

1 1

（表３）基準値内で検出された品目と検体数

大豆
ふきのとう
（野生）

検体数
（うち基準値内）

2
（2）

品目

　　※：大豆、ふきのとう（野生）

なお、大豆、ふきのとう（野生）について
は、それぞれ１検体に１００ベクレル／ｋｇ
以下の放射性セシウムが検出されました。内
訳は（表３）のとおりです。

1
(14.0)

検出限界値以下

検査した１０品目２４検体のうち、８品
目２０検体において、放射性セシウムが検
査機器の検出限界値以下でした。内訳は
（表２）のとおりです。

 いわき地方の農林畜産物
 モニタリング検査結果

　（農村整備部）

２月２１日（日）から３月１日（日）ま
での９日間、ＬＡＴＯＶ（いわき駅前再開
発ビル）１・２階フロアーにおいて、東日
本大震災により本県の農業・農村が受けた
被害の状況と、その後の復旧の取組状況等
を紹介した「復興パネル展」を開催しまし
た。

ＬＡＴＯＶを訪れたお客様が足を止め
て、感慨深げにパネルをご覧になられてい
ました。

テレビのニュースにも取り上げられ、本
県の農業・農村の復興が着実に前進してい
ることを、広く県民の皆様に広報・発信
し、理解を深めていだだく良い機会となり
ました。

２０検体 ２検体 ２検体 ０検体
２４
検体

葉タマネギ 2、イチゴ(施設) 3、小豆 1、秋そば
1、菌床しいたけ(施設) 4、菌床なめこ(施設) 1、
牛肉 4、原乳 4

計

８品目 ２品目（※）
１０
品目

（点） 



（農業振興普及部）

いわきの情報をお知らせします！
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いわき花き鉢物研究会員が生産している季節の鉢花

いわき花き鉢物研究会員が生産している、様々な季節の鉢花を紹介します。

◇クリスマスローズ◇
（キンポウゲ科）

◇エニシダ◇
（マメ科）

「金雀枝」とも書きます。原産地は
ヨーロッパです。

エニシダには多くの種類があります
が、鉢物で流通しているのは「ヒメエニ
シダ」と呼ばれる種類です。

若干の耐寒性がありますが、いわき地
方でも露地での越冬は難しいと思われま
す。

根が弱いため過湿に注意し、移植の際
は根を傷つけないようにして、一回り大
きな鉢に植え替えます。

英名ヘレボレス。原種はヨーロッパか
らアジアの広い範囲に分布しています。

名前の由来は諸説ありますが、ヨー
ロッパでクリスマスの頃咲くヘレボレス
の一種を「クリスマスローズ」と呼んで
いたことから、日本ではいつの頃から
か、ヘレボレス全体を「クリスマスロー
ズ」と呼ぶようになったようです。

有茎種と無茎種があり、日本で流通し
ているものは、根茎から新芽を出し、花
柄が伸長して花を付ける無茎種がほとん
どです。
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    ◎ 皆様からのご意見・情報をお待ちしております。 

福島県いわき農林事務所 企画部 地域農林企画課 

   〒970-8026 福島県いわき市平字梅本１５番地 

                      （県いわき合同庁舎 ３階）  

  T  E  L (0246)24-6152  F  A  X (0246)24-6196 

 U  R  L  http://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/36270a/  

○ふくしまの最新情報を「ふくしま 新発売。」 

 に掲載していますのでどうぞご利用ください。    

   http://www.new-fukushima.jp/  

  １ 「がんばろう ふくしま応援店！」一覧 

  ２ イベント情報 

  ３ 農林水産物モニタリング情報 

     (1)モニタリング情報検索               

     (2)出荷制限等一覧表 

 

 ◇いわき食彩館株式会社 スカイストア（平字一町目）  
   推進日における旬の食材を使用したメニュー 

     ・地産地消メニュー：弁当、惣菜等 

     ・説明：いわき産の安心・安全な食材（米、ほうれん草、キャベツ、かぶ 

          人参、ごぼう等）をふんだんに使用しています。 

 地産地消推進日（４月は８日（水））に合わせ、いわき農林事務所に情報提供のあっ

た食彩ふくしま地産地消推進店のメニューを紹介しますので、ぜひご賞味ください。 

 なお、内容は変更される場合がありますのでご了承ください。 

 また、営業日（メニューの実施日）については、事前にご確認ください。  


